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債務超過の猶予期間入りに関するお知らせ 

 

 当社は、本日、有価証券報告書を提出し、平成 28年３月期において債務超過となったことから、本日

の株式会社東京証券取引所の発表のとおり、有価証券上場規程第 604条の４第 1項第２号（関連規則は

同第 601条第１項第５号本文）の規定に基づき、上場廃止に係る猶予期間入り銘柄となりましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 対象となる法定開示書類 

有価証券報告書（第 14期  自 平成 27年４月１日  至 平成 28年３月 31日） 

 

2. 債務超過に至った経緯 

当社は、国家的重要施策である「地域包括ケアシステム」の構築という我が国社会保障制度・高齢

者福祉制度の基本設計を踏まえて、平成 25年６月に稼働を開始したサービス付き高齢者向け住宅事業

及び同住宅事業に併設の通所介護施設におけるデイサービス事業（以下「センター事業」といいます。）

を成長事業と位置づけ、これまで 62拠点を開設いたしました。当該事業は、開始後の日の浅い事業で

あることから、高齢者住宅の入居率向上及び併設通所介護施設の利用者獲得の途上にあり、初期投資

コストの集中的発生が主因となって、平成 28年３月期（連結業績）において 655百万円の営業損失を

計上し、さらに繰延税金資産の取り崩しも重なって 1,329 百万円の当期純損失となった結果、1,064

百万円の債務超過となりました。 

 

3. 猶予期間 

  平成 28年４月１日から平成 29年３月 31日 

 

4. 今後の見通し 

   当社は、今期のセンター事業の新規拠点開設を２～３箇所に限定して初期赤字の発生を最小限に抑 

制するとともに、既設拠点の稼働率向上に集中的に取り組み、過年度の先行投資の収益寄与に注力し

てまいります。同時に、平成 28年４月１日付「会社分割（吸収分割）による単独通所介護事業の承継

に関する吸収分割契約締結のお知らせ」にてお知らせいたしましたとおり、単独通所介護事業の吸収

分割を行いました。当該吸収分割の対価として平成 28年６月１日に受領した 44億円により、平成 29

年３月期において、約 34億円の特別利益を計上することを予定しております。平成 28年６月 29日現

在において、平成 29年３月期の業績予想（連結）は、営業収入 5,380百万円、営業利益△435百万円、

経常利益△450百万円、当期純利益 2,550百万円となっており、平成 29年３月末において債務超過は

解消される見込みであります。 
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